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表１ １ 夏季全湾調査結果（平成15年８月６日） 表１ ２ 夏季全湾調査結果（平成15年８月６日）

表２ １ 冬季全湾調査結果（平成15年12月11日） 表２ ２ 冬季全湾調査結果（平成15年12月11日）
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17測点は全て「汚染泥」と評価された。

St.A（立神）とSt.B（タコノボリ）における底質及び

底生生物の季節変動調査の結果を図２に示した。種類数

（図２ a）と個体数（図２ b）は，どちらも全調査日を

通してSt.AよりもSt.Bで多く，両測点において４月から

10月にかけて徐々に減少する傾向がみられ，10月に最

低値を示した後，１月に最高値を示した。湿重量（図

２ c）は，全調査日を通してSt.AよりもSt.Bで多かった。

St.Bでは，10月に113.1ｇ/㎡の最高値を示したが，この

うち84.8ｇ/㎡はコルクカイメン科のSuberites sp.１個体

（群体を形成し，個体数の計数が不可能なため１個体と

した）によるものであり，また，４月の69.9ｇ/㎡のう

ち，38.6ｇ/㎡はシロボヤ１個体によるものであった。

このような１個体で1.0ｇ以上の大型個体は，St.Aでは

出現しなかった。底生生物の綱別組成でみると，St.A

（図２ d）では汚濁指標種であるシズクガイ（二枚貝綱）

が４，７，１月に出現し，４月に全個体数の27.5％，７

月に36.1％を示したが，１月は5.1％に留まった。また，

汚濁指標種であるヨツバネスピオA型（多毛綱）が，４

月と７月の観測では出現しなかったが，10月に全個体

数の57.9％，１月に38.4％を示した。St.B（図２ e）で

は，全調査日を通して多毛綱が優占した。汚濁指標種で

あるシズクガイとヨツバネスピオA型については，シズ

クガイが７月に全個体の3.9％で出現したのみであった。

次に，底生生物の種数と個体数を基に，種多様度指数と

してShannon Weaver関数H’（bit）を求めた（図２ f）。

St.A，Bともに４月から10月にかけてH’が低下し，１

月に上昇したことから，底質環境は春から秋にかけて悪

化し，冬に改善する季節変動を行っていると考えられた。

また，St.BのH’は全調査日においてSt.Aより高かった

ため，St.BはSt.Aと比較して生物の多様性が大きいと考

えられた。底から１m（B 1m層）の酸素量（図２ g）

は，７月にSt.Aで3.1㎎/r，St.Bで3.4㎎/rの最低値を

示したが，その後回復した。全調査日を通して両測点間

の酸素量に大きな差はみられなかった。AVS（図２ h）

は，St.Aでは0.6～1.6㎎/ｇ乾泥，St.Bでは0.01～0.09㎎

/ｇ乾泥の間で推移し，全調査日を通してSt.Bよりも

St.Aで高い値を示した。TC（図２ i），TOC（図２ j），

TN（図２ k）は，両測点で大きな季節変動はみられな

かった。TCは，全調査日を通してSt.AよりもSt.Bで高

い値を示したが，TOCとTNは，僅かではあるがSt.Bよ

りもSt.Aで高い値を示した。
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表３ 底質調査結果（Ｈ15年８月５日）




